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第 1章 境界鑑定と土地家屋調査士

土地家屋調査士の基本理念

境界鑑定と土地家屋調査士

■日常業務の延長線
■原点業務・専権業務
■資料の分析・解析能力

■判断業務

■社会への貢献

ることにより,社会への貢献

を果たすという目的をもって,私たち土地家屋調査士の制度を創設したのである。さ

らに, この制度目的と今日的な社会テーマである司法制度改革 との接点を考えると

き,何がいえるであろうか。

現代社会は高度に分化し,そ の専門性を個人に求めてくる。そして,求められた個

人は,よ り質の高い答えをわれわれ資格者に求めてくる。人が在るところ,紛争の種

は尽きないという。この分化の事象は,現代における紛争の場面においても,い ろい

ろな特殊性を見せることがある。

たとえば,人の存在そのものにかかわる紛争においての医療過誤訴訟では,科学的
・技術的要素の強い鑑定が求められる。交通事故訴訟においての工学鑑定にも同様の

側面があるという。そうした科学的・技術的判断を要する紛争は,今後さらに増加が

予想される。

人の存在を根本から支えている「土地」に関する紛争の中でも,特にデリケートな

様相を帯びる境界に関する紛争はどうであろうか。

境界という概念を法において明確に規定していない日本の現状において,土地家屋

調査士の原点ともいえる日々の業務は,地図を読みそれに歴史的根拠を求め,ま た ,

種々の資料に基づき境界との関係を分析・解析することにより,法が意図する公法上

の筆界を探索し,さ らに登記官による筆界線の創設あるいは処分 という行為により確

土地家屋調査士法第 1条

は,「●中不動産に係る国民の

権利の明確化に寄与すること

を目的 とする」 と定めてい

る。つまり,法は権利の客体

である不動産の,現地におけ

る物理的状況を把握し特定す


